
第３回 地方創生・人口減少対策有識者会議 会議録 

 

日時  令和２年１２月２１日 １３時３０分から１５時３０分まで 

出席者 堤委員長 嶋津副委員長 吉川委員 佐藤委員 花石委員  

 

会議内容 

１ 議題ア 人口ビジョンに追加する項目について 

 ⑴ 質疑 

  ・人口ビジョンの市民への周知はどのように行うか。 

   →広報・ホームページへの掲載を考えている。可能であれば校区単位などでの説明

会を行いたい。 

 ⑵ 意見 

  ・市民に分かりやすくするため概要版の作成を検討してほしい。 

・校区ごとの人口減少のデータを盛り込めば、市民も身近な問題としてわかりやすい

のではないか。 

 

２ 議題イ 検討する事業等について 

項目 内容 

基本目標Ⅰ ≪Ⅰ－①観光の振興≫ 

・観光客に来てもらうだけでなく、客の消費行動を促すような仕組み 

≪Ⅰ－②農業の振興≫ 

・休耕田の活用 

・農業分野に高齢者の知識を生かす取り組み 

・他県からの就農希望者、移住農業者のバックアップ 

・都会の仕事をリモートでやりながら、地方では農業をやる人を増加

させるような取組や農業関連のワーケーションの推進等 

基本目標Ⅱ ≪Ⅱ－③移住・定住の推進≫ 

・基本目標の数値目標に「良質な住環境を提供する」とあるが、具体

的施策が福祉住環境整備に限定されているように感じる。市民全体の



住環境を改善するような取組の追加をしてはどうか。 

基本目標Ⅲ ≪Ⅲ－②多様な取組による学力の向上≫ 

・数値目標に「学力・体力・豊かな人間性など…」とあるが、子ども

の体力を向上する取組が弱い。例えば、学校の登下校は親の送迎でな

くみんなで歩いて通学することを推進する事業。そのための通学路の

安全確保等も必要。 

基本目標Ⅳ ≪Ⅳ－①市民参加のまちづくり≫ 

・市民の行政への参画と、市民相互のつながりを強化する取組は性質

が異なるので整理する必要がある。相互のつながりを強化する取組の

記載が弱いように思える。 

・治安が悪いというイメージを払拭するような取組 

≪Ⅳ－③誰もが住み慣れた地域で暮らしていけるまちづくり≫ 

・ウィズコロナを視野に入れた医療体制の充実等の施策 

≪Ⅳ－④防災・防犯体制の強化・充実≫ 

・消防団や自主防災組織などの自助を促進する取組。 

横断的な目標 ≪横断的な目標１多様な人材の活躍を推進する≫ 

・女性の社会参画を促進する取組、女性リーダーを育成する取組 

・外国人の社会参加を促進する取組 

≪横断的な目標２新しい時代の流れを力にする≫ 

・情報化を担う人材育成 

 

３ その他の意見 

項目 内容 

重要業績評価指

標の目標値につ

いて 

◆具体的施策Ⅰ－② 

重要業績評価指標「農業収入額」  現状値：２７７万円、目標値：

２９３万円 

 →目標が低い。 

◆具体的施策Ⅲ－① 

重要業績評価指標「待機児童数」  現状値：０、目標値：０ 



→現状０であり、維持するというのは目標として適切か。 

◆具体的施策Ⅲ－② 

重要業績評価指標「各種学力テストの結果が筑豊地区平均を上回った

教科区分数」現状値：５教科中１教科 目標値：５教科中３教科 

 →目標が低い。 

◆Ⅳ－③ 

重要業績評価指標「地域での見守り体制の構築実施地区割合」  現

状値：３３地区、目標値：４７地区 

 →何をもって見守り体制が構築されたとするのか基準が不明瞭 

基本目標につい

て 

基本目標Ⅳ「人が集う、生涯にわたり安心して暮らすことができる魅

力的な地域をつくる」 

・市民の地域貢献活動の原動力は「郷土愛」である。市民の活動を「魅

力的な地域をつくる」ことよりも「地域の魅力を知り、市民が愛着を

持つ」ことの方が重要なのではないか。田川の石炭産業が日本の近代

化を支えた歴史を正確に次世代に伝え、市民が郷土に誇りを持つよう

な目標としてはどうか。山本作兵衛コレクションの事業が、教育の部

分に入っているが、郷土愛醸成の事業の中に入れる方が、基本目標と

具体的施策のつながりがスムーズである。 

 


